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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板上に支持され、Ｕ形断面を有するヒンジアームと、ドア側の取付け具としてのヒン
ジポットと、前記ヒンジアームのヒンジ軸と前記ヒンジポットのヒンジ軸とに支持されて
前記ヒンジアームと前記ヒンジポットとを関節式に結合する関節レバーとを備えた家具調
度用ヒンジであって、
　前記基板は取り付け状態においてその取り付け面を以って家具調度側壁に接し、前記ヒ
ンジアームに継目調整ねじが螺入され、前記継目調整ねじはスペーサー内において回捻可
能であるがねじ軸方向には変位不能に碇着されていると共に前記継目調整ねじによりドア
の側方調整のため前記ヒンジアームのポジションを前記基板の前記取り付け面に対して垂
直な方向に変化させることができ且つ前記ヒンジアームをその長手方向に誘導するガイド
と、前記継目調整ねじの回捻に際し前記ヒンジアームを前記基板の前記取付け面と平行に
スライドさせると共に前記ヒンジアームを前記取り付け面と垂直な方向にも傾けさせる別
途のガイドとが設けられた家具調度用ヒンジにおいて、ヒンジアームを基板に取り付ける
前に二枚のスペーサーを前記ヒンジアーム内に掛止し、前記ヒンジアームが前記基板に碇
着される際に第一のスペーサーは手動操作されるばね式掛け金、好ましくは傾倒レバーに
よって前記基板に拘束されて前記基板に固定保持され、第二のスペーサーは家具調度の奥
行き方向にスライドし得るようにして第一のスペーサー上に支持されるように構成したこ
とを特徴とする家具調度用ヒンジ。
【請求項２】
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　二枚のスペーサーがＵ形断面を有し、互入されていることを特徴とする請求項１記載の
家具調度用ヒンジ。
【請求項３】
　基板に固定碇着されたスペーサーにヒンジの回転軸と平行に整列されたボルトが支持さ
れ、前記ボルトが第二のスペーサーの側壁板に設けられたガイドスリットとヒンジアーム
の側壁板に設けられたガイドスリットとに貫入していることを特徴とする請求項２記載の
家具調度用ヒンジ。
【請求項４】
　第二のスペーサーの側壁板に設けられたガイドスリットが後方に開いていることを特徴
とする請求項３記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項５】
　継目調整ねじがスライド式に保持されたスペーサーに碇着されていることを特徴とする
請求項１ないし４のいずれか１項記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項６】
　継目調整ねじが基板に固定碇着されたスペーサーにヘッドによって支えられていること
を特徴とする請求項５記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項７】
　ヒンジアームの天井板に内側に突出したガイド葉片が形成され、前記ガイド葉片がスペ
ーサーのスリットでガイドされていることを特徴とする請求項１記載の家具調度用ヒンジ
。
【請求項８】
　スリットがヒンジの回転軸と平行に整列されていることを特徴とする請求項７記載の家
具調度用ヒンジ。
【請求項９】
　スリットがドアとヒンジアームの天井板とに向かって折り曲げられたスペーサーの折り
曲げ部に位置していることを特徴とする請求項７または請求項８記載の家具調度用ヒンジ
。
【請求項１０】
　ガイド葉片が継目調整ねじの脇に配置されていることを特徴とする請求項７と９とのい
ずれか１項記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項１１】
　基板上に固定保持されている第一のスペーサーがその前後端において基板に掛止され、
ガイド葉片と第二のスペーサーの折り曲げ部とが第一のスペーサーの前方碇着個所とヒン
ジアームの関節レバー軸との間に位置していることを特徴とする請求項７ないし１０のい
ずれか１項記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項１２】
　ガイド葉片がヒンジアームの天井板から打ち抜かれて形成されていることを特徴とする
請求項７ないし１１のいずれか１項記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項１３】
　ガイド葉片が基板の取り付け面に対して４０～６０°の角度、好ましくは４５～５５°
の角度で形成されていることを特徴とする請求項７ないし１２のいずれか１項記載の家具
調度用ヒンジ。
【請求項１４】
　基板上に固定碇着されているスペーサーによって偏心輪が支持され、前記偏心輪がスラ
イド式に保持されたスペーサーに設けられた、ヒンジ軸と平行に整列された溝穴を貫いて
いることを特徴とする請求項１ないし１３のいずれか１項記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項１５】
　スライド式のスペーサーが家具調度の奥行き方向におけるヒンジアームの奥行き方向調
整に際しても継目調整に際しても共に基板の取り付け面と平行にスライドできることを特
徴とする請求項１ないし１４のいずれか１項記載の家具調度用ヒンジ。
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【請求項１６】
　少なくとも一個の旋回レバーが設けられ、前記旋回レバーがその一端でスペーサーにリ
ンク式に連結されると共に他端でヒンジアームにリンク式に連結され、継目調整ねじが回
捻されると旋回させられることを特徴とする請求項１ないし１５のいずれか１項記載の家
具調度用ヒンジ。
【請求項１７】
　旋回レバーがスペーサーに傾倒式に支持され、前記スペーサーが締め付けねじによって
もう一方のスペーサーに保持されていることを特徴とする請求項１６記載の家具調度用ヒ
ンジ。
【請求項１８】
　締付けねじが基板に碇着されているスペーサーの雌ねじに支持され且つ旋回レバーをリ
ンク式に連結しているスペーサーの溝穴を貫いていることを特徴とする請求項１６または
１７記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項１９】
　　少なくとも一個の旋回レバーがシングルアームレバーとして形成されていることを特
徴とする請求項１６ないし１８のいずれか１項記載の家具調度用ヒンジ。
【請求項２０】
　旋回レバーがスペーサーにリンク式に連結され、前記スペーサーにヒンジアームが支持
されていることを特徴とする請求項１６ないし１９のいずれか１項記載の家具調度用ヒン
ジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、基板上に支持され、関節レバーまたはそれと類似の手段によってドア側の取
り付け具たとえばヒンジポットと結合されたＵ形断面を有するヒンジアームを備えた家具
調度用ヒンジであって、前記基板は取付け状態においてその取り付け面を以って家具調度
側壁に接し、前記ヒンジアームに継目調整ねじが螺入され、前記継目調整ねじはスペーサ
ー内において回捻可能であるがねじ軸方向には変位不能に碇着されていると共に前記継目
調整ねじによりドアの側方調整のため前記ヒンジアームのポジションを前記基板の前記取
り付け面に対して垂直な方向に変化させることができ且つ前記ヒンジアームをその長手方
向に誘導するガイドと、前記継目調整ねじの回捻に際し前記ヒンジアームを前記基板の前
記取り付け面と平行にスライドさせると共に前記ヒンジアームを前記取り付け面と垂直な
方向にも傾けさせる別途のガイドとが設けられた家具調度用ヒンジに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　一般にヒンジの取り付けにあたってはヒンジアームが止めねじによって基板またはスペ
ーサーに固定される。ヒンジアームのポジションを家具調度の奥行き方向において調整す
ることができるように、前記止めねじはヒンジアームに設けられた溝穴を貫いている。家
具調度の奥行き方向におけるヒンジアームの調整範囲は前記溝穴の長さによって決定され
る。
【０００３】
　さらに一般に、家具調度継目方向すなわち家具調度側壁に対して垂直な方向における基
板に対するヒンジアームの相対ポジションの調整もできるように構成されている。こうし
た調整はいわゆる継目調整ねじによって実現され、前記継目調整ねじはヒンジアームの雌
ねじに螺入されヘッドを以って基板またはスペーサーの窪みに保持されている。
【０００４】
　最近ではヒンジアームは一般に直接に基板上に支持されていず、ヒンジアームと基板と
の間に配置された一枚のスペーサーを介して間接的に支持されている。
【０００５】
　この種のヒンジの例はＷＯ８６／０２４０２に示されている。この種のヒンジは家具調
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度の組立てすなわち家具調度のドアを掛止する際にヒンジアームをそれに取り付けられた
スペーサーと共に手早く且つ工具を用いることなく、家具調度側壁に固定されている基板
に碇着することを可能とする。またそれに続いて、必要であれば、止めねじを弛めた後に
継目調整ねじにより基板（とスペーサー）に対するヒンジアームの相対ポジショニングを
行うことができる。
【０００６】
　ドアの側方調整すなわち継目調整に際し継目調整ねじの回捻によってヒンジアームが傾
けられることが不都合であることが判明した。たとえば、ヒンジアームはドアに対して相
対的に鈍角の位置を占めることとなり、これによりドアがヒンジ部材に密接して閉鎖ポジ
ションにあるにもかかわらずドアにわずかな開きが生ずることとなる。したがって家具調
度側壁を基準としたヒンジアームの側方調整はドアが家具調度側壁の正面側端縁から大き
く引き離されるかまたはドアが前記端縁に引っ掛かるかすることとなる。これによりヒン
ジに内蔵されている握持装置の機能も損なわれることとなる。
【０００７】
　したがってこれらのヒンジにあっては、ドアないしヒンジアームの側方調整を行なう度
に基板上のヒンジアームの家具調度奥行き方向におけるポジション訂正を行なうことが不
可欠である。こうした調整は煩わしく且つ相対的に時間の浪費を結果することとなる。
【０００８】
　ＥＰ１６８７３１Ｂからヒンジアーム用のガイドを設けたヒンジが公知であり、前記ガ
イドはヒンジアームポジションの側方調整に際し前記ヒンジアームを基板上で家具調度奥
行き方向にも変位させることができる。ヒンジアームの奥行き方向調整が行なわれた後、
前記アームは止めねじによりスペーサーにしっかり締め付け固定されなければならない。
基板は二体式に構成されている。ただしこのヒンジにあっては一定のヒンジアームはそれ
に対応する一定の基板にしか碇着させることができない。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
　そこで、本発明の目的は、冒頭に述べた類のヒンジを改良し、他のヒンジの場合にも使
用される基板、たとえばＷＯ８６／０２４０２記載のヒンジに使用される基板にもヒンジ
アームを工具なしで碇着できるようなヒンジを提供することである。
【００１０】
　前記課題は本発明により、ヒンジアームを基板に取り付ける前に二枚のスペーサーを前
記ヒンジアーム内に掛止し、前記ヒンジアームが前記基板に碇着される際に第一のスペー
サーは手動操作されるばね式掛け金、好ましくは傾倒レバーによって前記基板に拘束され
て前記基板に固定保持され、第二のスペーサーは家具調度奥行き方向にスライドし得るよ
うにして第一のスペーサー上に支持されるように構成することによって解決される。
【００１１】
　二枚のスペーサーがＵ形断面構造を有し、互入するように構成するのが好適である。
【００１２】
　本発明の一実施例は、基板に固定碇着されている一方のスペーサーにヒンジ回転軸と平
行に整列されたボルトが支持され、前記ボルトが第二のスペーサーの側壁板に設けられた
ガイドスリットならびにヒンジアームの側壁板に設けられたガイドスリットの双方に貫入
するように構成されている。
【００１３】
　本発明の別途実施例は、ヒンジアームの天井板に内側に突出したガイド葉片が形成され
、前記葉片が一方のスペーサーに設けられたスリットでガイドされるように構成されてい
る。
【００１４】
　本発明のさらに別途の実施例は、少なくとも一個の旋回レバーが設けられ、前記レバー
がその一端で一方のスペーサーに回転式にリンク連結されると共に他端でヒンジアームに
回転式にリンク連結され、継目調整ねじの回捻に際して旋回させられるように構成されて
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いる。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　以上を解決するために、本各発明の採った手段は、実施形態において使用する符号を付
して説明すると、請求項１記載の発明は、基板上に支持され、Ｕ形断面を有するヒンジア
ームと、ドア側の取付け具としてのヒンジポットと、前記ヒンジアームのヒンジ軸と前記
ヒンジポットのヒンジ軸とに支持されて前記ヒンジアームと前記ヒンジポットとを関節式
に結合する関節レバーとを備えた家具調度用ヒンジであって、前記基板は取り付け状態に
おいてその取り付け面を以って家具調度側壁に接し、前記ヒンジアームに継目調整ねじが
螺入され、前記継目調整ねじはスペーサー内において回捻可能であるがねじ軸方向には変
位不能に碇着されていると共に前記継目調整ねじによりドアの側方調整のため前記ヒンジ
アームのポジションを前記基板の前記取り付け面に対して垂直な方向に変化させることが
でき且つ前記ヒンジアームをその長手方向に誘導するガイドと、前記継目調整ねじの回捻
に際し前記ヒンジアームを前記基板の前記取付け面と平行にスライドさせると共に前記ヒ
ンジアームを前記取り付け面と垂直な方向にも傾けさせる別途のガイドとが設けられた家
具調度用ヒンジにおいて、ヒンジアーム（１０）を基板（４）に取り付ける前に二枚のス
ペーサー（５，１７）を前記ヒンジアーム（１０）内に掛止し、前記ヒンジアーム（１０
）が前記基板（４）に碇着される際に第一のスペーサー（５）は手動操作されるばね式掛
け金、好ましくは傾倒レバー（７）によって前記基板（４）に拘束されて前記基板（４）
に固定保持され、第二のスペーサー（１７）は家具調度の奥行き方向にスライドし得るよ
うにして第一のスペーサー（５）上に支持されるように構成したことを特徴とする家具調
度用ヒンジとした。
【００１６】
　次に、請求項２記載の発明は、請求項１記載の家具調度用ヒンジにおいて、二枚のスペ
ーサー（５，１７）がＵ形断面を有し、互入されていることをその要旨とした。
【００１７】
　次に、請求項３記載の発明は、請求項２記載の家具調度用ヒンジを、基板（４）に固定
碇着されたスペーサー（５）にヒンジの回転軸と平行に整列されたボルト（９）が支持さ
れ、前記ボルトが第二のスペーサー（１７）の側壁板に設けられたガイドスリット（２９
）とヒンジアーム（１０）の側壁板に設けられたガイドスリット（３０）とに貫入してい
ることをその要旨とした。
【００１８】
　次に、請求項４記載の発明は、請求項３記載の家具調度用ヒンジを、第２のスペーサー
（１７）の側壁板に設けられたガイドスリット（２９）が後方に開いていることをその要
旨した。
【００１９】
　次に、請求項５記載の発明は、請求項１ないし４のいずれか一項記載の家具調度用ヒン
ジを、継目調整ねじ（１３）がスライド式に保持されたスペーサー（１７）に碇着されて
いることをその要旨とした。
【００２０】
　次に、請求項６記載の発明は、請求項５記載の家具調度用ヒンジを、継目調整ねじ（１
３）が基板（４）に固定碇着されたスペーサー（５）にヘッド（１６）によって支えられ
ていることをその要旨とした。
【００２１】
　次に、請求項７記載の発明は、請求項１記載の家具調度用ヒンジを、ヒンジアーム（１
０）の天井板に内側に突出したガイド葉片（４２）が形成され、前記ガイド葉片がスペー
サー（１７）のスリット（４１）でガイドされていることをその要旨とした。
【００２２】
　次に、請求項８記載の発明は、請求項７記載の家具調度用ヒンジを、スリット（４１）
がヒンジの回転軸と平行に整列されていることをその要旨とした。
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【００２３】
　次に、請求項９記載の発明は、請求項７または８記載の家具調度用ヒンジを、スリット
（４１）がドア（２）とヒンジアーム（１０）の天井板とに向かって折り曲げられたスペ
ーサー（１７）の折り曲げ部（４０）に位置していることをその要旨とした。
【００２４】
　次に、請求項１０記載の発明は、請求項７と９とのいずれか一項の家具調度用ヒンジを
、ガイド葉片（４２）が継目調整ねじ（１３）の脇に配置されていることをその要旨とし
た。
【００２５】
　次に、請求項１１記載の発明は、請求項７ないし１０のいずれか一項に記載の家具調度
用ヒンジを、基板（４）上に固定保持されている第一のスペーサー（５）がその前後端に
おいて基板（４）に掛止され、ガイド葉片（４２）と第二のスペーサー（１７）の折り曲
げ部（４０）とが第一のスペーサー（５）の前方碇着個所とヒンジアーム（１０）の関節
レバー軸（２４）との間に位置していることをその要旨とした。
【００２６】
　次に、請求項１２記載の発明は、請求項７ないし１１のいずれか一項記載の家具調度用
ヒンジを、ガイド葉片（４２）がヒンジアーム（１０）の天井板から打ち抜かれて形成さ
れていることをその要旨とした。
【００２７】
　次に、請求項１３記載の発明は、請求項７ないし１２のいずれか一項に記載の家具調度
用ヒンジを、ガイド葉片（４２）が基板（４）の取り付け面（５５）に対して４０～６０
°の角度、好ましくは４５～５５°の角度で形成されていることをその要旨とした。
【００２８】
　次に、請求項１４記載の発明は、請求項１ないし１３のいずれか一項に記載の家具調度
用ヒンジを、基板（４）上に固定碇着されているスペーサー（５）によって偏心輪（１８
）が支持され、前記偏心輪がスライド式に保持されたスペーサー（１７）に設けられた、
ヒンジ軸と平行に整列された溝穴（１９）を貫いていることをその要旨とした。
【００２９】
　次に、請求項１５記載の発明は、請求項１ないし１４のいずれか一項に記載の家具調度
用ヒンジを、スライド式のスペーサー（１７）が家具調度の奥行き方向におけるヒンジア
ーム（１０）の奥行き方向調整に際しても継目調整に際しても共に基板（４）の取り付け
面（５５）と平行にスライドできることをその要旨とした。
【００３０】
　次に、請求項１６記載の発明は、請求項１ないし１５のいずれか一項に記載の家具調度
用ヒンジを、少なくとも一個の旋回レバー（６０）が設けられ、前記旋回レバーがその一
端でスペーサー（５，１７）にリンク式に連結されると共に他端でヒンジアーム（１０）
にリンク式に連結され、継目調整ねじ（１３）が回捻されると旋回させられることをその
要旨とした。
【００３１】
　次に、請求項１７記載の発明は、請求項１６記載の家具調度用ヒンジを、旋回レバー（
６０）がスペーサー（１７）に傾倒式に支持され、前記スペーサーが締め付けねじ（４３
）によってもう一方のスペーサー（５）に保持されていることをその要旨とした。
【００３２】
　次に、請求項１８記載の発明は、請求項１６または１７記載の家具調度用ヒンジを、締
付けねじ（４３）が基板（４）に碇着されているスペーサー（５）の雌ねじに支持され且
つ旋回レバー（６０）をリンク式に連結しているスペーサー（１７）の溝穴（１９）を貫
いていることをその要旨とした。
【００３３】
　次に、請求項１９記載の発明は、請求項１６ないし１８のいずれか一項記載の家具調度
用ヒンジを、少なくとも一個の旋回レバー（６０）がシングルアームレバーとして形成さ
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れていることをその要旨とした。
【００３４】
　次に、請求項２０記載の発明は、請求項１６ないし１９のいずれか一項に記載の家具調
度用ヒンジを、旋回レバー（６０）がスペーサー（１７）にリンク式に連結され、前記ス
ペーサーにヒンジアーム（１０）が支持されていることをその要旨とした。
【００３５】
【発明の実施の形態】
　本発明にかかる蝶番の実施の形態を説明するが、これは代表的な例を示したものであり
、その要旨を超えない限り、以下の実施例により本発明が限定されるものではない。
【００３６】
　本発明に基づく家具調度用ヒンジの取り付けまたは家具調度本体へのドア２の掛止に際
しては先ず最初に基板４がその取り付け面５５を以って家具調度側壁１に固定される。ヒ
ンジポット３はドア２の穴２７に嵌入される。ヒンジアーム１０は関節レバー２３を介し
てヒンジポット３と関節式に結合されている。関節レバー２３はヒンジアーム側ではヒン
ジ軸２４で支持され、ポット側ではヒンジ軸２６で支持される。
【００３７】
　ヒンジアーム１０内には二つのスペーサー５、１７が掛止されている。
【００３８】
　スペーサー５の前方部、つまりヒンジ軸と向かい合った前端にはピン６が備えられてお
り、同ピンは取り付け状態において基板４の切り欠き１４に収容されている。ドア２の碇
着に際し、スペーサー１７と共にヒンジアーム１０内に碇着されているスペーサー５はピ
ン６を以って切り欠き１４に掛止され、その際、ヒンジアーム１０は基板４に対して一定
の角度を成している。続いてスペーサー５、１７を有したヒンジアーム１０は図２に示し
た位置に傾けられ、その際、後端部における軸支持された、掛け金として機能する傾倒レ
バー７が拘束用突起を以って基板４の後方切り欠き２５に嵌合する。
【００３９】
　スペーサー５はおおよそその中央部にポジショニングピン１１を備えており、同ピンは
取り付け状態において基板４の対応する窪み１２に緊着収容されている。スペーサー５は
これにより遊びなしに基板４に保持されている。
【００４０】
　スペーサー５の正確な碇着方法と基板４へのその取り付けはＷＯ８６／０２４０２に正
確に記載されている。
【００４１】
　ヒンジアーム１０は一個の雌ねじを備えており、同ねじには継目調整ねじ１３が螺入さ
れる。図３～６に示した実施例においてスペーサー５、１７はヒンジアーム１０と同様に
Ｕ形断面構造を有し、スペーサー１７はスペーサー５を包み込むと共に双方のスペーサー
５、１７は共にヒンジアーム１０によって包み込まれ、被覆される。スペーサー５、１７
はヒンジアーム１０の機能部品である。ヒンジアーム１０とスペーサー５との間に間挿配
置されているスペーサー１７はその前端に前方に開いたスリット３１を有し、同スリット
に継目調整ねじ１３のネック１５が差し込まれている。これにより継目調整ねじ１３はそ
のヘッド１６を以ってスペーサー１７に碇着されている。
【００４２】
　スペーサー５は継目調整ねじ１３用に窪み３２を備えており、継目調整ねじ１３のヘッ
ド１６は窪み３２の底部で支えられている。
【００４３】
　ばね８の作用を受ける傾倒レバー７は軸９で支持されている。
【００４４】
　軸９はスペーサー５の打ち抜き穴または中ぐり穴２８で軸受けされており、スペーサー
１７の後方に開いたスリット２９ならびにヒンジアーム１０に設けられた溝穴３０に貫入
している。
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【００４５】
　したがって軸９は傾倒レバー７の支持に資するだけでなく、ヒンジアーム１０内におけ
る双方のスペーサー５、１７の碇着にも資することとなる。
【００４６】
　スペーサー１７の側壁板の前端より三分の一の個所には差込継ぎ手式のスリット３４が
設けられており、同スリットにはスペーサー５の側壁板に形成されたほぞ３５が嵌まり込
んでいる。
【００４７】
　この場合、スペーサー１７は基板４の取り付け面５５と平行にスリット２９、３４の長
さだけスペーサー５上をスライドできるような形でスペーサー５に碇着されている。
【００４８】
　スペーサー５には偏心輪１８が支持され、同偏心輪はヒンジ軸と平行に整列されたスペ
ーサー１７の溝穴１９を貫いている。
【００４９】
　偏心輪１８の回転によってヒンジアーム１０の奥行き方向調整が行われ、その際、スペ
ーサー１７はスペーサー５上をもっぱら家具調度の奥行き方向にスライドさせられる。ヒ
ンジアーム１０は穴３３を有しており、同穴を通じドライバーを用いて偏心輪１８を回転
させることができる。
【００５０】
　スペーサー１７はヒンジ軸と向かい合った前端に前方に突き出た二つの葉片２０を備え
ている。
【００５１】
　これらの葉片２０はスリット２１を有し、同スリットは特に図３から看取されるように
ヒンジアーム１０が基板４に取り付けられた状態で基板４の取り付け面５５に対して斜行
している。
【００５２】
　スリット２１にはピン２２が貫入し、同ピンはヒンジアーム１０の側壁板に保持されて
いる。継目調整ねじ１３が回されるとヒンジアーム１０はわずかに傾斜させられる。これ
により関節軸２４は家具調度側壁１に対して垂直に運動させられるだけでなく、家具調度
の奥行き方向にも変位させられる。こうした運動によりドア２と家具調度側壁１の前面端
縁との間の間隔も変化させられる。ヒンジアーム１０が継目調整前に家具調度奥行き方向
に正しくポジショニングされていた場合には、同ポジショニングは継目調整によって損な
われることとなる。したがって公知の先行技術に基づくヒンジの場合には再調整が行われ
なければならないこととなろう。
【００５３】
　本発明に基づくヒンジにおいて継目調整ねじ１３の回転は家具調度側壁１に対するヒン
ジアーム１０の相対的な並進運動も結果する。この並進運動は、一方でピン２２とスリッ
ト２１とにより、他方でピン９と溝穴３０とによって形成されるヒンジアーム１０のガイ
ドによって行われる。
【００５４】
　図７～１４に示した実施例においてスライド式に支持されたスペーサー１７は板状構造
と為されている。スペーサー５はこの場合にも軸６で基板４に掛止され、スペーサー５の
後端にはスペーサー５を基板４に拘束する傾倒レバー７が軸支持されている。
【００５５】
　スペーサー５はその前端に先に述べた実施例と同様にスリット３１を備えており、同ス
リットに継目調整ねじ１３がそのネック１５を以って掛止されている。この場合、継目調
整ねじのヘッド１６はＵ形断面を有したスペーサー５内に位置している。
【００５６】
　スペーサー１７はその後部にフック４７を有し、同フックでそれと相互係合するヒンジ
アーム１０のフック４９に掛止されている（図９参照のこと）。
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【００５７】
　奥行き方向調整ねじとして機能する締付けねじ４３はヒンジアーム１０の短冊穴４４と
スペーサー１７の溝穴４６を貫き、スペーサー５の雌ねじ４８に螺入されている。
【００５８】
　スペーサー１７はその前部に溝穴４５を有し、同溝穴を貫いて継目調整ねじ１３が螺入
されているが、スペーサー１７のスライドは継目調整ねじ１３によって妨げられることは
ない。
【００５９】
　スペーサー１７はその前端に、溝穴４１を有した折り曲げ部４０を備えている。同折り
曲げ部４０は各図面に示した図中において上方に、すなわちヒンジアーム１０の天井板に
向かって折り曲げられている。溝穴４１はヒンジの回転軸と平行に整列されている。
【００６０】
　ヒンジアーム１０の天井板からガイド葉片４２が打ち抜かれており、同葉片は特に図７
から看取されるように折り曲げ部４０の溝穴４１を貫通している。
【００６１】
　ガイド葉片４２と、溝穴４１を備えた折り曲げ部４０とは継目調整ねじ１３が回される
場合にヒンジアーム１０のガイドとして機能する。
【００６２】
　図８～１１に示した実施例においてヒンジアーム１０の奥行き方向調整は締め付けねじ
４３を弛めることによって行われ、これによりヒンジアーム１０は手動でスペーサー５に
対して相対的に変位させられる。
【００６３】
　図１０と１１とはスペーサー１７の後部ガイドの一変法を示している。ヒンジアーム１
０は相互係合するフック４７と４９とに替えて、ヒンジアーム１０の側壁板から打ち抜き
されて内側に突き出た節５０を備えている。節５０はヒンジアーム１０の天井板と連携し
て板状スペーサー１７のガイドを形成する（図１０、図１１）。
【００６４】
　図１２～１４に示した実施例においてヒンジアーム１０の奥行き方向調整はまたも、ス
ペーサー５に支持された偏心輪１８によって行われる。
【００６５】
　ヒンジアーム１０の穴４４を貫く偏心輪１８は偏心カム５１を有し、同カムはスペーサ
ー１７の溝穴５２に収容されている。
【００６６】
　偏心輪１８の回転によりスペーサー１７はヒンジアーム１０の長手方向にスライドさせ
られる。その際にスペーサー１７はスペーサー１７の折り曲げ部４０の溝穴４１にガイド
葉片４２を以って掛止されているヒンジアーム１０を連行する。
【００６７】
　継目調整ねじ１３を回す場合にはスペーサー１７は前記とは逆にヒンジアーム１０によ
って連行され、同アームはそのガイド葉片４２を介してスペーサー１７をスライドさせる
こととなる。
【００６８】
　図１５、１６に示した実施例においてもまたもや別途のスペーサー１７が設けられてお
り、同スペーサーは締付けねじ４３と継目調整ねじ１３とによってスペーサー５に保持さ
れている。この場合、締付けねじ４３はスペーサー１７の溝穴１９を貫いている。スペー
サー１７は旋回レバー６０を経てヒンジアーム１０と結合されている。その際、旋回レバ
ー６０は一方でヒンジアーム１０の軸６１に支持され、他方でスペーサー１７の軸６４に
支持されている。
【００６９】
　スペーサー１７は後端に側方突起６２を備えており、同突起はヒンジアーム１０の側壁
板のスリット６３でガイドされている。ヒンジアーム１０はヒンジアーム１０の関節軸２
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４で支持された関節レバー２３を介してヒンジポット３と結合されている。関節レバー２
３はヒンジポット３において関節軸２６で支持されている。
【００７０】
　継目調整ねじ１３が回されるとヒンジアーム１０はわずかに傾斜させられる。従来のヒ
ンジでは関節軸２４は家具調度側壁に対して垂直に運動させられるだけでなく、家具調度
の奥行き方向にも変位させられる。本発明に基づくヒンジでは継目調整ねじ１３の回捻は
旋回レバー６０の旋回をも結果し、これによってヒンジアーム１０は家具調度の奥行き方
向に移動させられる。ヒンジアーム１０のこの直線的移動がヒンジアーム１０の旋回によ
って生ずる家具調度奥行き方向における関節軸２４の不適な変位を補償する結果、ヒンジ
アーム１０の側方調整ないし継目調整が行われた後の事後的な奥行き方向ポジショニング
は不要となる。
【００７１】
　ヒンジアーム１０を家具調度の奥行き方向に移動させようとする場合には、締付けねじ
４３を緩め、ヒンジアーム１０をスペーサー１７と共に溝穴１９の長さだけ家具調度奥行
き方向にスライドさせることができる。
【００７２】
　ヒンジアーム１０は溝穴４４を備えており、同穴を通じドライバーを用いて締付けねじ
４３を回すことができる。
【００７３】
　以上に記載したすべての実施例において継目調整ねじ１３を回す場合、すなわちドア２
の側方調整を行う場合には以下のような運動が行われることとなる。
【００７４】
　ヒンジアーム１０が前方部の継目調整ねじ１３を回すことによって家具調度側壁１から
離反するように運動させられると、ヒンジアーム１０は同時に家具調度の内奥方向に向か
ってさらにスライドさせられる。継目調整ねじ１３を逆に回すとヒンジアーム１０は家具
調度から引き出される方向に向かってスライドさせられる。
【００７５】
　ヒンジアーム１０の継目調整すなわちドア２の側方調整に際してヒンジアーム１０によ
り家具調度奥行き方向において実施される運動はミリメートルないしミリメートル以下の
レベルであるとはいえ、関節軸２４の正しいポジショニングを保障するのに十分である。
【００７６】
【発明の効果】
　以上のように、本各発明にかかる家具調度用ヒンジによれば、基板にヒンジアームを工
具なしで碇着できる。
【００７７】
　また、継目調整ねじ１３の回捻は旋回レバー６０の旋回をも結果し、これによってヒン
ジアーム１０は家具調度の奥行き方向に移動させられる。ヒンジアーム１０のこの直線的
移動がヒンジアーム１０の旋回によって生ずる家具調度奥行き方向における関節軸２４の
不適な変位を補償する結果、ヒンジアーム１０の側方調整ないし継目調整が行われた後の
事後的な奥行き方向ポジショニングは不要となる。
【００７８】
　さらに、ヒンジアーム１０を家具調度の奥行き方向に移動させようとする場合には、締
付けねじ４３を緩め、ヒンジアーム１０をスペーサー１７と共に溝穴１９の長さだけ家具
調度奥行き方向にスライドさせることができる。
【００７９】
　しかも、ヒンジアーム１０は溝穴４４を備えており、同穴を通じドライバーを用いて締
付けねじ４３を回すことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　二個のヒンジによって家具調度側壁に取り付けられた一枚のドアを有する家具
調度の斜視図である。
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【図２】　家具調度側壁に取り付けられ、一枚のドアと結合されたヒンジの側面図である
。
【図３】　家具調度側壁とドアとに対して垂直な面で切断したヒンジの断面図である。
【図４】　ヒンジを個々の部品に分解した立体図である。
【図５】　基板上におけるヒンジアームとスペーサーとの後方碇着部における家具調度側
ヒンジ部材の横断面図である。
【図６】　継目調整ねじ部におけるヒンジアームの横断面図である。
【図７】　本発明の別途実施例に基づくヒンジのヒンジアームと同アーム内に碇着された
スペーサーとの縦断面図である。
【図８】　前記実施例を個々の部品に分解した立体図である。
【図９】　奥行き方向調整ねじ部における本発明に基づくヒンジアームとスペーサーとの
横断面図である。
【図１０】　本発明の別途の実施例を示した、奥行き方向調整ねじ部における本発明に基
づくヒンジアームとスペーサーとの横断面図である。
【図１１】　ヒンジアーム後端の側面図である。
【図１２】　本発明に基づくヒンジアームの外観を示す図である。
【図１３】　ヒンジアームとスペーサーとの縦断面図である。
【図１４】図１２のＡの横断面図である。
【図１５】　ヒンジのヒンジアーム側部品の解体図である。
【図１６】　本発明に基づくヒンジの別途実施例の閉鎖ポジションにおける縦断面図であ
る。
【図１７】　図１５に示した本発明に基づくヒンジの実施例の部品解体図である。
【符号の説明】
４　基板
５、１７　スペーサー
７　傾倒レバー
９　ボルト
１０　ヒンジアーム
１３　網目調整ねじ
１６　ヘッド
１８　偏心輪
１９　溝穴
２４　関節レバー軸
２９　３０、３４　ガイドスリット
３５　ほぞ
４０　折り曲げ部
４１　スリット
４２　ガイド葉片
５５　取り付け面
６０　旋回レバー
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